
この連載では，180 M～360 MHzのPLL周波数シ

ンセサイザの低位相雑音化を目指した設計法を解説し

ています．

図10－1に，PLL周波数シンセサイザの基本構成を

示します．

入力の基準信号源については，連載の第3回と第4

回で解説しました．

今回は，第5回から続けてきたVCOの設計/評価法

に対する解説の最終回です．次回からは位相比較器の

解説に移る予定です．

�帯域を狭めた180 M～220 MHzVCOで設計法を解

説してきた

180 M～360 MHzVCOの設計は，試行錯誤のくり

かえしです．設計法を理論に従ってわかりやすく解説

することができません．そこで，設計のしやすい

180 M～220MHzVCOを例示して，設計法を解説して

きました．

前回（第 9回，2006 年 11 月号）で 180 M～ 220

MHzVCOの最終的な設計を行いました．さらに実際

に製作して，制御電圧に対する周波数特性を感度と出

力レベルの観点から評価しました．

�最終目標のPLL周波数シンセサイザに使う180 M

～360 MHzVCOの紹介

前述のように設計法については解説できませんが，

180M～360 MHzVCOの回路図と外観を紹介します．

これも，180 M～220 MHzVCOと同様に，感度や出

力レベルの特性を評価してみます．

�二つのVCOの位相雑音特性を見てみる

前回製作した180 M～220 MHzVCOと，今回紹介

する180 M～360 MHzVCO，この二つのVCOの位相

雑音特性を測ってみましょう．

VCOの位相雑音特性を測るには，ちょっとした工

夫が必要です．その工夫について解説します．

�コイル以外を使った共振器のVCOを紹介

180 M～360 MHzVCOのLC共振回路には，セミリ

ジッド・ケーブルをコイル/トランスとして使ってい

ます．

周波数帯域が高くなると，共振回路を構成するLに

は，単純なコイルを使うことが少なくなります．それ

らのVCOの代表例も紹介します． 〈編集部〉

最終目的の「出力周波数180 M～360 MHz広帯域

PLL 周波数シンセサイザ」に用いる 1 8 0M ～

360 MHzVCOです．

● 共振回路にセミリジッド・ケーブルを使っている

図10－2に，180 M～360 MHzVCOの基本回路図

を示します．また，写真10－1に外観を示します．

このVCOの特徴は，同軸線（セミリジット・ケー

ブル）の芯線を共振回路のインダクタとして用いてい

るところと，そのセミリジット・ケーブルを2線式バ

試作した180 M～360 MHzが
発振できるVCOの特性
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図10ー1 PLL周波数シンセサイザの基本構成

VCOは制御電圧VTに応じてfoutを作り出す
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～220 MHzVCOを題材にして解説したことと同じで

す．

VCOの広帯域化と低位相雑音化はトレード・オフ

の関係にあり，その中で最良の設計をしていかなけれ

ばいけません．

シミュレータによる仮想実験と実際の回路による実

験を繰り返して，設計をしていく必要があります．

● 制御電圧－出力周波数特性

図10－3には，製作した180 M～360 MHzVCOの

制御電圧-出力周波数特性を示します．

制御電圧VT≒1.5 Vで約180 MHzを発振し，VT≒

10.3 Vで約360 MHzを発振しています．

PLLを形成するには，感度が周波数によらず一定

であることが理想です．しかし，発振周波数が高くな

るにしたがって感度が落ちてしまうのが一般的な傾向

ランとしても利用して，帰還をかけているところです．

● 設計の基礎になるのは前回までの 180M ～

220 MHzVCOでの考え方

この180 M～360 MHzオクターブ発振可能なVCO

の設計方法を順を追って記すことができればよいので

すが，理論立てて文章で説明するには限界があります．

そのため，VCOの設計法は帯域を狭めた180 M～

220 MHzVCOで行ってきました．

180 M～360 MHzVCOでも，基本となる設計法は

これまでの連載，第5回から10回までの間に，180 M
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図10ー2 180 M～360 MHzVCOの基本回路

共振回路のLにセミリジッド・ケーブルを使っている
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図10ー3 180 M～360 MHzVCOの制御電圧－周波数特性

出力周波数が180M～360MHzのVTは1.5～10.3 V，感度は20MHz/V程度
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写真10ー1 製作した180 M～360 MHzVCO基板


